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【現代語訳】

贈位の義に付内申 信州下伊那 1日大河原城主 故香坂高宗

右者征東将軍宗良親王及び王子ヂ良親王をその居城大河原に奉し前後 50年間

に亘り無二の忠勤を励みたるものにしてその忠肝義謄世に比類少なきものと被

認候、就いては、今年秋冬の間に於いて行われる即位の確及び大嘗祭の御大典

に際し、特に贈位の義

御沙汰を賜り候様御詮議相成度別紙事歴取調書相添え比般及び内申候也

大正 4年 5月 30日

長野県知事 力石雄一郎 (大正 3～4年 長野県知事)

内務大臣子爵大浦兼武殿

(事歴取調書)

信州下伊那旧大河原城主

故香坂高宗

信州国伊那郡大河原に居住じ其の付近を領す

日 興国元年(1340)、 征東将軍宗良親王の信濃国諏訪に入り給うや香坂尊主とし

て遥かに之に應し、興国 4年 (1343)冬、宗良親王を其の居城大河原に奉す。

之より大河原は征東将軍の根拠地となったようである。

■ 正平 7年 (1352)、 新田義興の足利尊氏と武蔵の小手指原に戦うや高宗 宗良

親王を奉して赴き援けしか軍利あらす。

■ 正平年間、王子ヂ良親王 香坂の居城大河原に於いて産まれ給う。

■ 正平 14年 (1360)、 香坂高宗 民部卿光資井伊直朝等と共に畠山国清の将を

座光寺に打ち宮方大に振るう。

■ 文中 3年 (1374)、 宗良親王が吉野に赴いた際、ヂ良親王を大河原に留め、



藤原光資を博(仕える)かせて、香坂の一族は心を傾けて之を奉す。

■ 弘和 2年 (1382)、 宗良親王再び西上せんとし遠江国の井伊谷城 に入り給い

しか事未夕緒に就かすして莞(亡 くなる)じ給う。供奉(お供)の臣香坂高重

(高宗の子、松平城主)還って之を大河原に報す。

ヂ良親王以下慟哭す。

■ 足利氏満の武将が大河原の支城の松平城に逼る(押 し寄せる)、 高宗次男の松

平二郎 力戦せしも力及ばずして退く。

■ 元 中9年 (1392)、 テ良親王 知久敦貞の神峯城 に在り、上杉朝宗の大軍之

を囲む。香坂高宗之を救に富田砦に陣して力戦し囲漸 く解く。

■ 應永3年 (1396)、 ヂ良親王 浪合(なみあい村、下伊那郡)に莞去(亡 くなる)し

給うに及び信濃の宮方頭首を失う。

■ 應永 14年 (1407)3月 27日、高宗卒す。墳墓は大河原に在り。

「永林院殿弾室良正」と離す。生前、従五位下と称するも詳かならず。

(参照〕

李花集 宗良親王の御歌

【信濃国大河原といふ深山に籠もりて年月をのみ送侍りしに、さらにいつと待

つべき期もなければ、香坂高宗などが朝夕の霜雪を払ふ忠節も、そのあとかた

なからん事さへかたはらいたく思ひつづけられて            ‐

いはで思ふ谷の心もくるしきは身をうもれ本とすぐすなりけり】

(川端紅葉著 2026・ 2・ 22)


